
ボーイ隊の一日

朝のセレモニー（学校で例えると「朝の会」）

メインプログラム

スカウトが国旗を掲げ、当番の班がセレモニーを仕切ります

セレモニーではスカウトが自分でテーマを決めてみんなの前でスピーチします

ボーイスカウトの歌はスカウトの指揮で歌います

リーダーから活動の流れの説明を受けメインプログラムに臨みます

手旗や読図、ロープワークも高度になり、野外泊等の特別な活動に向けて訓練

を重ねます

特別な活動の前には綿密に計画を立て、班ごとに計画書を作成します

9:00

9:15

活動のまとめ

ボーイ隊では発表の場が多くなります

苦手なスカウトも回を重ねるごとにスカウト自身の言葉で発表が出来るように

なります

活動の振り返りを行って次に繋げます

11:30

帰りのセレモニー（学校で例えると「帰りの会」）

朝のセレモニー同様、スカウト達でセレモニーを進めます

ボーイ隊にも多くの章(級や段のようなもの）があります、それらの授与を行う

とスカウト達の自己肯定感が高まります

11:45

解散

ボーイ隊になると保護者の送迎なく自分たちで行き帰りを行うようになります

自転車移動のスカウトはヘルメットをしっかり着用して帰宅します

月に1度、昼食を取り午後に1～2時間程度技能向上のための訓練を行っています

12:00

ボーイスカウトさいたま第8団

(小学5年生10月～中学3年生9月まで)

≪ボーイ隊の特別な活動≫

ハイキング：20～40kmと体力だけでは乗り越えられない距離にチャレンジします

キャンプ　：5月～野営(キャンプ)の訓練を行います

　　　　　　8月には4泊5日など長期キャンプを行って日々の訓練の成果を試します

スキー舎営：カブ隊と一緒にスキー舎営に行き、スキー章目指して技術習得します

デンコーチ：カブ隊にコーチとして出向き技能指導を行ったりハイキングの補助をします

※4年に一度、全国のボーイ隊が集結して1週間キャンプを行います


